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4　年間指導計画の90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　８０％以上

3　年間指導計画の80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　７０％以上

2　年間指導j計画の70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％以上

1　年間指導計画の70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％未満

4　年間指導計画の90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　８０％以上

3　年間指導計画の80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　７０％以上

2　年間指導j計画の70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　５５％以上

1　年間指導計画の70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　５５％未満

4　週４回以上の更新 A　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　８０％以上

3　週３回以上の更新 B　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　７０％以上

2　週２回以上の更新 C　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　５５％以上

1　週１回以上の更新 D　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上のクラスで意識して公開 A　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上のクラスで意識して公開 B　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　７０％以上

2　７0％以上のクラスで意識して公開 C　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　５５％以上

1　７0％未満のクラスで意識して公開 D　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　学校評価アンケート⑤「基礎基本習得」肯定的評価　８0％以上

3　80％以上の授業で実施 B　学校評価アンケート⑤「基礎基本習得」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で実施 C　学校評価アンケート⑤「基礎基本習得」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業で実施 D　学校評価アンケート⑤「基礎基本習得」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の児童が提出 A　学校評価アンケート⑥「家庭学習」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の児童が提出 B　学校評価アンケート⑥「家庭学習」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の児童が提出 C　学校評価アンケート⑥「家庭学習」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の児童が提出 D　学校評価アンケート⑥「家庭学習」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で意識して実施 A　学校評価アンケート⑲「学習への意欲」肯定的評価　８0％以上

3　80％以上の授業で意識して実施 B　学校評価アンケート⑲「学習への意欲」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で意識して実施 C　学校評価アンケート⑲「学習への意欲」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業で意識して実施 D　学校評価アンケート⑲「学習への意欲」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　学校評価アンケート⑳「対話のある授業」肯定的評価　８0％以上

3　80％以上の授業で実施 B　学校評価アンケート⑳「対話のある授業」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で実施 C　学校評価アンケート⑳「対話のある授業」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業で実施 D　学校評価アンケート⑳「対話のある授業」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑩「いじめ」肯定的評価　８0％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑩「いじめ」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑩「いじめ」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑩「いじめ」肯定的評価　５５％未満

4　年間に5回以上実施 A　学校評価アンケート⑭「ネットマナー」肯定的評価　８0％以上

3　年間に4回実施 B　学校評価アンケート⑭「ネットマナー」肯定的評価　７０％以上

2　年間に3回実施 C　学校評価アンケート⑭「ネットマナー」肯定的評価　５５％以上

1　年間に2回以下の実施 D　学校評価アンケート⑭「ネットマナー」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑪「規範意識」肯定的評価　８0％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑪「規範意識」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑪「規範意識」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑪「規範意識」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑫「あいさつ」肯定的評価　８0％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑫「あいさつ」肯定的評価肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑫「あいさつ」肯定的評価肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑫「あいさつ」肯定的評価肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑮「進んで運動」肯定的評価　８0％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑮「進んで運動」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑮「進んで運動」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑮「進んで運動」」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑯「食習慣」肯定的評価　８0％未満

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑯「食習慣」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑯「食習慣」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑯「食習慣」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑬「安全意識」肯定的評価　８0％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑬「安全意識」」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑬「安全意識」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑬「安全意識」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑱「校内整備」肯定的評価　８0％未満

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑱「校内整備」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑱「校内整備」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑱「校内整備」肯定的評価　５５％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評語A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評語B
取組指標平均　２以上３．５未満　　　⇒　評語C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評語D

3.3

3.2

3.7

3.9

3.7

・運動の日常化を図るため「１日
１回　外遊び」など遊びを通した多
様な運動機会の形成を促す。

・安全指導日の下校指導など、交
通安全指導を家庭・地域と連携し
て取り組む。

A

A

B

80

88

88

97

91

・取組指標では変化がない。

・成果指標では「給食指導を通し
て、食に関する知識や望ましい食
習慣、生活習慣を身に付る。」の項
目の評価が1ランク下がった。

3.1

3.7

2.9

3.6

3.5

91

84

89

86

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

2.8

2.8

3.6

3.8

3.4

3.2

そ
の
他

・引き続き地域連携授業を整理、
開拓し、学校・家庭・地域の課題を
解決するような教育活動を実践す
る。

・取組指標では「朝モジュールで音
読、漢字学習に取り組む他、各教
科でも短時間の繰り返し学習のよ
さを生かした授業を展開する。」
「学習形態の工夫、思考ツールや
ICTを積極的に活用し、価値ある対
話のある授業を展開する。」の項
目の評価が１ランク下がった。

・成果指標では変化がない。

・引き続きドリルソフトを活用した家
庭学習の習慣化を目指した取り組
みをする必要がある。

・「主体的・対話的で深い学びの実
現に向けて」の校内研究を継続
し、より実践的な研究となるよう工
夫する。

・取組指標では「情報モラル教室
や道徳授業、長期休業前にタブ
レット、スマートフォン等によるネッ
トマナーが身に付くよう指導する。」
の項目の評価が１ランク下がっ
た。

・成果指標では「いじめ防止や不
登校への対応に組織的に取り組
み、子どもの人権を大切にする。」
の項目の評価が１ランク、「情報モ
ラル教室や道徳授業、長期休業前
にタブレット、スマートフォン等によ
るネットマナーが身に付くよう指導
する。」の項目の評価が２ランク上
がった。

・引き続き道徳授業地区公開講座
で保護者向けの情報モラル教育を
実施し、家庭と協力してネットマ
ナーが身に付くようする。

・いじめ防止の取組等について、
保護者会を通して伝えることで、学
校での組織的な対応について理
解していただき、協力を仰ぐ。

学校経営の重点
「授業をデザインする８つの取組」を活用した、「主体的・対話的で深い学び」への授業改善

75

88

86

・保護者・地域と協働した生
活科、総合的な学習は今や
藤小の特色と言える。そして
それは、学校とＶＣさんの良
好な協力体制があってこそ
実現できている。
・地域の方と連携した授業を
多く実施してくれた。地域の
方にも大変満足していただ
けた。
・学年によるものの地域と共
に進める活動に成果が出て
いると感じる。

確
か
な
学
力
の
育
成

A

２０２４年度　町田市立藤の台小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

・ＩＣＴを積極的に活用しつつ
発表や対話なども多く学習
形態の工夫により大変豊か
な教育がされている。学年
が上がるごとに様々な力が
付いていることに驚かされ
る。
・子どもたちのタブレットの操
作が上達しており、学習に生
かされていると思う。

・放課後教室などでも積極
的に課題に取り組む姿が見
られ、また児童の思いを反
映したじゅごうが多く見られ
た。

・高学年を中心に情報モラ
ル教育が十分にされており、
特に保護者へも授業公開さ
れているので、学校・家庭で
共に子どもだちのネットマ
ナー指導ができるのはとて
も良いことである。
・情報モラル教育をほぼ月
に1度実施していた。（高学
年）

・あいさつができる子が増え
ています。自分からできなく
てもこちらからのあいさつに
応えられている。
・あいさつをする児童も多く
ゲストティーチャーが感心し
ていた。

・中休みや昼休みなど、先生
方や高学年の声かけもあり
ほとんどの子どもたちが元
気に外遊びできているのは
すばらしい。
・中休みに様々な外で遊ぶ
ための取り組みが見られ
た。
・運動に関しては学年や学
校全体で取り組んでいてす
ごく熱心にやっている姿が見
られた。

・給食中も食育のための工
夫が多数見られ児童も興味
をもっていた。

・避難訓練でもしっかりと行
動できているので日頃の教

A

A

A

基礎的・基本的な知識及
び技能を確実に習得さ
せる。

主体的・対話的な学びの
ある授業を展開する。

　授業改善を進め、基礎
的・基本的な知識及び技能
の確実な習得と思考力、判
断力、表現力等の育成とと
もに、主体的・対話的で深
い学びを実現する。

朝モジュールで音読、漢字学習に取り組む他、
各教科でも短時間の繰り返し学習のよさを生
かした授業を展開する。

個に応じた指導を行うとともに、一人一台のタ
ブレットやドリル、プリントを活用し、宿題や家庭
学習の習慣化を図る。

生活科・総合的な学習の時間を中心に、児童
の思いや願いをつなげ、単元計画、授業展開
を工夫し、主体的に学びに向かうようにする。

学習形態の工夫、思考ツールやICTを積極的
に活用し、価値ある対話のある授業を展開す
る。

給食指導を通して、食に関する知識や望ましい
食習慣、生活習慣を身に付る。

校内の安全な生活環境
を整え、自分を守り相手
を守る安全教育を実施
する。

毎月の避難訓練を確実に実施し、災害時の基
本行動や不審者対応等の行動がとれるように
指導する。

日常的に安全点検を行い、校内整備や美化に
取り組み、安全できれいな環境を整備する。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

他者を理解し、自分と共
に他者を大切にする児
童を育成する。

いじめ防止や不登校への対応に組織的に取り
組み、子どもの人権を大切にする。

情報モラル教室や道徳授業、長期休業前にタ
ブレット、スマートフォン等によるネットマナーが
身に付くよう指導する。

社会のきまりやマナーを
遵守させ、規範意識を高
める。 日常的に、自分からあいさつができるよう、あ

いさつの場を広げ、あいさつの対象を増やす指
導する。

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動の日常化と健康教
育及び食育の充実を図
る。

A

B

B

B

C

A

C

令和7年3月31日

社

会

に

開

か

れ

た

教

育

課

程

の

実

現

目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

家庭、地域との連携を強
化する。

地域人材を積極的に活用した教育活動を行
う。

豊
か
な
心
の
涵
養

よい行いを賞賛し、価値付けることを通して学
習規律、生活規律を守って生活するよさを波及
させる。

A

A

A

A

A

A

B

A

A

82

76

78

学校関係者評価の評価基準例

AC

A

A

B

A

A

89

B

保護者や地域と協働した、生活科・総合的な学
習の時間を実践する。

C A

学校ホームページ、クラスルーム等を活用し、
保護者や地域の方に対して情報発信をする。

学校教育目標　　思いやりのある子（思いやりの心をもち、自他を大切にする子供「人間関係形成力」）
　　　　　　　　　　　やりぬく子（何事もあきらめず、最後までやり遂げようと努力する子供「実践力」）　考える子 （自ら学び、考えながら、課題を解決していく子供「問題解決力」）
○目指す学校像・・・　「人との関わり」で子供が育つ学校　①温かく信頼感のある学級　②共に学び、高め合う教職員　③保護者や地域と協働する学校
○目指す児童像・・・①思いやりの心をもち、自他を大切にする子供　②自ら学び、考えながら、課題を解決していく子供
　　　　　　　　　　　　　③何事もあきらめず、最後までやり遂げようと努力する子供
○目指す教師像・・・①授業力向上を図るため、互いに高め合う教師（ＯＪＴ）②意欲的に学校外で学ぶ教師（Ｏｆｆ-ＪＴ）③自分自身のスキルアップを図る教師（自己啓発）

積極的な情報発信と公
開を通して、教育活動へ
の理解を求める。

A A

重点目標の成果と課題
【成果】「主体的・対話的で深い学びの実現～生活・総合的な学習の時間を通して～」を研究テーマに設定し、「授業をデザインする８つの取組」と「手立て」を関連させ
研究に取り組んだ。研究授業・全学級公開授業を通して手立ての検証した結果、教員の意識改革が図られ授業改善へとつながった。また他教科・領域への波及した。
【課題】さらなる「主体的・対話的で深い学び」への授業改善。

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

保護者会や学校公開、学校行事等で、教育活
動を公開する。

A

　成果指標評価基準

体育授業の充実や休み時間の外遊びの励行、
運動週間の取組を通して、日常的に、運動や
外遊びに積極的に取り組ませる。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

・取組指標では「家庭、地域との連
携を強化する。」の項目の評価が
共に１ランク下がった。

・成果指標では「地域人材を積極
的に活用した教育活動を行う。」の
項目の評価が１ランク上がった。

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


